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General Discussion

▸顔の美しさ判断と道徳的美しさ判断には
共通の脳活動が見られる (Luo et al., 2019)

Experiment 1 Experiment 2
参加者参加者
刺激刺激

手続き手続き

分析分析

63 名 (女性 31 名, Mage = 21.67, SD = 1.16) 24 名 (女性 13 名, Mage = 21.67, SD = 1.13)

▸顔画像 ▸道徳文

Chicago Face Database (2015)から
96枚の顔画像を予備実験により選定

道徳的美しさに関する文章 (Sevinc et al., 
2017) を日本語訳し，予備調査から36 文

   (道徳, 中立, 非道徳条件各 12 文) 選定

▸先行研究
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1:醜い～9:美しいの9件法で
顔画像を評定

-------

道徳,中立,非道徳条件の
いずれかの文章が提示

醜 美 醜いor美しい

道徳,中立,非道徳,
文脈情報なしの
いずれかが提示

-------

評
定

評定の上/下位50%を美/醜顔として判断

評定値を従属変数とし,文脈情報を要因とする
1要因3水準の参加者内分散分析

AUCとlog(βL)を従属変数とし,文脈情報を要因とする
1要因4水準の参加者内分散分析

再認課題のヒット率と誤警報率からAUC(感度)とlog(BL)(判断基準)を算出
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文脈情報の
有意な主効果
(F(1.08, 67.19) = 55.41, 

 p<.001, 𝜼𝑮
𝟐=0.27)
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n.s. 文脈情報の
有意な主効果なし

(F(3, 69) = 0.34, 

      p=.80, 𝜂𝑮
𝟐=0.01)

文脈情報の
有意な主効果

(F(3, 69) = 9.19, 

p<.001, 𝜂𝑮
𝟐=0.19)

▸AUC（感度）

▸log(βL)（判断基準）

・文脈情報の付与によって，顔画像の評定値が
変化することを確認

・先行研究(Luo et al., 2019)の結果を再現

⇒非道徳条件の
顔に対して,より
「醜い」と判断

美

醜

▸実験１&２の結果から

道徳的な文脈情報の付与によって，

①顔の美醜評定値が変化(非道徳＜中立＜道徳)

②顔の美醜判断(再認)において，非道徳条件が
他の条件よりも保守的な判断基準

↓

顔の美しさ評定の変化には，判断基準
の変化が影響している可能性が示唆
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非道徳条件の
判断基準

その他の条件
の判断基準

小 美しさの感覚量 大

美しい顔
分布

醜い顔
分布

非道徳条件は他の条件よりも
美しいと判断する基準が厳しくなる

実験２実験１

非道徳条件

美しさ評定
低

▸身体的魅力度が高い → 性格もよい

⇒ 美人ステレオタイプ (Dion et al., 1972)
What is beautiful is good” stereotype

エラーバーは標準誤差 (N =63) エラーバーは標準誤差 (N =24)

▸先行研究の課題

顔の美しさと道徳的美しさの関連の背景
にある情報処理過程が不明

▸目的

道徳的な文脈情報により顔の美しさ評定
が変化するか検討(実験1)した上で，
信号検出理論を用い，評定値の変化の
背景にある情報処理過程を検討(実験2)

すること

道徳的な文脈情報があると...

顔の美しさ
そのものが
変化？

顔の美しさの
判断基準が
変化？

p <.001

p <.001
p <.001

道徳的に善い人は美しい？
信号検出理論を用いた実験心理学的検討

Is a morally good person beautiful?
Psychological experiments using the signal detection theory
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